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写真10　蓋石がずれたため棺身の表面が剥離した
天水経塚古墳の舟形石棺(20160630)

写真11　修復中の天水経塚古墳舟形石棺(20180216)、
埋没していた下半部器面の遺存状態がきわめて良好

写真12　2018年6月18日の大阪府北部地震で破損した
今城塚古墳復元家形石棺の棺蓋(20180726)

写真13　倒壊した石之室古墳の家形石棺(20160717)、
以前から亀裂があったとはいえ、棺身の下半部しか埋没し
ていなかった前方の方が大きく倒壊していることに注目

写真14　以前の江田船山古墳の家形石棺(20070613)、
棺外をみれば、棺身下半部のみが土中にあり、
上半部が露出していることがよくわかる

写真15　2019年1月3日の地震で破損した
江田船山古墳家形石棺の棺身石材(20190314)、

亀裂は埋没箇所と露出箇所の境界付近に生じている

写真16　大野窟古墳の横穴式石室(20160607)、
玄室石材が破損・落下、前壁の一部に顕著なはらみ、
羨道天井石の隙間から盛土が崩落、修復方法の検討中

写真17　井寺古墳(石障系装飾古墳)の横穴式石室
(20190205、ﾊﾟﾉﾗﾏ写真)、羨道天井石が落下、玄室が大きく
破損、きわめて危険なためいまだ玄室内に立ち入れず

写真18　永安寺東古墳(壁画系装飾古墳)の横穴式石室
(20160817)、装飾が描かれた玄室石材の破損・落下、

修復方法の検討中


